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Ⅱ 研修プログラム 
   

１．研修行程 

     １年目  原則として必修科目及び選択科目を研修する。 

     ２年目  原則として地域医療及び選択科目を研修する。 

２年間を通して原則１２か月以上は、大学病院で研修する。選択必修科目は２科

目選択する。 

   

２．必修科目 

     内 科  ６か月間研修する。 

大学病院では、６か月間の場合は２か月間ずつの３タームに２ないし３科でロー

テート（１つの科のみ６か月は不可。４か月は可）し、３か月間の場合は 1.5 か

月ずつ１ないし２科で研修する。 

最初の科では主に内科診療に必要な基礎研修を行い、その後経験目標が達成され

るように各診療科を選択し症例をもち研修する。 

     救 急  ３か月間研修する。 

大学病院では、救命救急センターを中心とした研修を行うが、集中治療部での呼

吸・循環管理研修や協力病院等での一次、二次救急研修も行う。深夜帯や準夜帯

勤務も行い、多くの経験を積むことができる。 

     地域医療 １か月間研修する。 

大学病院では、在宅緩和ケア等も含めた診療所研修、へき地医療研修や離島医療

研修等をそれぞれ２週間から 1か月間選択し研修できる。 

各医療機関における研修内容は地域医療研修ガイドブックを参照のこと。 

 

  ３．選択必修科目 

 外科・精神科・麻酔科・小児科・産婦人科：５科のうち２科を各１か月間以上研修する。 

 なお、“外科”は一般外科・心臓血管外科・脳神経外科・整形外科・形成外科・泌尿器科・眼

科・耳鼻咽喉科・皮膚科を指すものとする。 

 

  ４．選択科目 

 各々の病院で選択可能な診療科から１～３か月を１単位として希望する診療科を選択し、研

修する。（※表１参照） 

   

  ５．外来研修 

     大学病院在籍時に、年間を通じて、研修科にかかわらず（ただし地域医療研修中は除く）、長

崎県内協力病院（済生会長崎病院、長崎記念病院、長崎県上五島病院、長崎県島原病院、地方

独立行政法人北松中央病院）、長崎市夜間急患センター、長崎大学病院救命救急センター（１７：

００～２４：００）にて１人当たり年間５～１０回の外来研修を必修とする。 

 

５．研修コースおよび研修病院の決定 

 研修するコースおよび研修病院の決定にあたっては、研修医の希望を調査して行う。 

 

６．研修ローテート科の決定 

 研修するローテート科の決定にあたっては、研修医の希望を調査して行う。 

 

７．研修ローテート科の変更 

 研修するローテート科を変更する場合は、変更前および変更後の診療科と調整の上、研修開

始の１か月前までに申し出るものとする。 
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（表１） 
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(表２) 

■プログラムのローテート 
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